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巻頭言

「学術大会へ行こう！」

日本 CT 技術学会は，2012 年 11 月 21 日に日本 CT 技術研究会として設立され，今年で 13

年目を迎えます．設立半年後の 2013 年 4 月 12 日に設立講演会を横浜市で開催し，6 月 29

日には第 1 回学術大会（JSCT2013）を広島大学医学部講義棟で開催しました．昨年 2024 年

6 月に開催された第 12 回学術大会（JSCT2024）では，「初志貫徹 Re:Start」をテーマとして

11 年ぶりに広島市で開催し，成功裏に終えることができました．ご参加くださった皆さま，

誠にありがとうございました．

本会は，全国で初めて設立された CT 装置・検査に特化した学術団体であり，CT 技術の

学術研究促進のための発足当時から学術集会の開催や学術雑誌の発刊，標準化やエビデン

スを追求したテクニカルガイドラインの発行などを行ってきました．また，会員に向けて

CTmeasure の公開，Techno-Clinical Advisory Board（TCA）委員会や CT technical boot camp

（dual energy CT master program）の活動など，多くの会員に役立つ情報発信を行っています． 

設立当初の会員数は，正会員 114 名，賛助会員 17 社で非常に小規模で活動運営していま

した．2017 年 12 月 22 日には特定非営利活動法人 日本 CT 技術学会として法人化され，学

会として生まれ変わりました．2024 年度末の時点で正会員 874 名，学生会員 5 名，賛助会

員 13 社となり，学会を運営する経費も設立当初と比較してかなり大きくなっています． 

その間に診療放射線技師の業務も大きく変わり，診療放射線技師法の一部改正により CT

撮影業務だけではなく，静脈確保や抜針，造影剤投与が行えるようになりました．実際に小

規模施設だけではなく，公的病院や大学病院などの大規模施設においても診療放射線技師

が静脈確保や造影剤投与，投与後の観察をしているところも増えてきています．皆さまの地

域での業務拡大はいかがでしょうか．施設管理者と十分協議の上，CT 検査を安全に遂行で

きるようお願いいたします．

本会のメイン事業である第 13 回学術大会（JSCT2025）が 2025 年 7 月 11 日，12 日に千葉

市民会館で梁川大会長，高木実行委員長の元で開催されます．現在，各メーカーのフォトン

カウンティング CT が製品化され，既に導入されている施設からは，数多くの学術発表や学

術論文が投稿されています．学術大会では，メーカーより最新情報やユーザより施設におけ

る物理評価や臨床評価など，有益な知見が学術研究として発信されます．しかしながら，学

術大会の参加者数は以前と比較して決して多くありません．皆さんは，ウエビナーで参加す

ることが当たり前になっていませんか．ぜひ現地に足を運び、生の声を聴く・質問をする（ラ

イブ感を味わう），CT 研究の有識者と交わる（高揚感を味わう），CT の仲間対話する・盛り

上がる（連帯感味わう），情報交換会に参加する（美味しいお酒と肴，千葉の名産を味わう）

など，楽しいことが満載の予感がします．

メーカーの方々からは，JRC などで行っているセミナーとは異なり，CT 検査の臨床や研

究している方のみが参加されている本会で行う共催セミナーの意義は大きく，大変ありが

たいといったご意見も伺っています．

「そうだ，学術大会へ行こう！」まだ参加登録も間に合います．季節も暑いですが，学術

大会も熱い！千葉の地でお会いしましょう． 心よりお待ちしております．

広島大学 木口 雅夫

－1－ 日本CT技術学会雑誌
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